
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 平成２９年産麦の生育状況について 

 

【気象条件】  

 １１月中旬～１月上旬は、気温が平年より１～

３℃高く、断続的に降雨があり、降水量が１２２％

多く、高温多雨で経過した。１月中旬～３月下旬

は、気温が平年並～１℃高く、降水量が５１％少

なく、やや高温少雨で経過した。４月上旬～中旬

は、気温が２℃高く、降水量が１３４％多く、４

月１７～１８日に約１００ｍｍの降雨があり、高

温多雨で経過した。４月下旬～５月上旬は、気温

が１～２℃高く、降水量が４４％少なく、高温少

雨で経過している。 

 

【播種状況】   

 播種は、小麦、裸麦では１１月下旬～１２月上

旬、二条大麦では１２月上旬を中心に行われた。

地域別では、朝倉、飯塚農林管内では８０％以上

が１２月上旬までに播種されたが、福岡、八幡、

筑後、行橋農林管内では１２月中旬とやや遅れ、

一部の地域では１月上旬頃まで播種が行われ、播

種期間の幅が大きくなった。 

 

【生育状況】  

 １１月中旬～下旬の断続的な降雨の影響により

播種はやや遅れたが、播種から１月上旬が高温に

経過し、生育は平年並に近づいた。１月中旬～３

月上旬は少雨で経過し、比較的、この時期の管理

作業は進んだ。麦の茎数（３月上旬）は、小麦で

は平年より１２％程度少なく、大麦では１８％程

度少なく推移した。茎立期は、小麦では２月中旬

～３月上旬で平年並～早く、大麦では３月上旬で 

平年並であった。 

３月の気温は平年並に経過し、１１月下旬播の 

出穂期は平年並～５日早く、前年より２～８日遅

かった。稈長、穂長は平年並～やや長く、穂数は 

 

 

 

 

平年並～やや少なかった。出穂後は高温が続いた

ため、成熟期は平年よりも２～５日早く、前年よ

りも１～３日程度遅いと予想される。 

収穫は大・裸麦では５月１６日頃より、小麦（シ

ロガネコムギ）では５月２７日頃より始まる見込

みである。 

 
５月１２日、麦類現地検討会（シロガネコムギ） 

 

 
５月１２日、麦類現地検討会（はるか二条） 
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◆シロガネコムギ（福岡大城、５月８日撮影） 

 

 
 

◆チクゴイズミ（にじ、５月８日撮影） 

 

 
 

◆ニシホナミ（筑前あさくら、５月１０日撮影） 

 

 
 

◆ミナミノカオリ（柳川、５月８日撮影） 

 

 
 



◆ちくしＷ２号（ふくおか八女、５月１２日撮影） 

 

 
 

◆ニシノホシ(福岡京築、５月１１日撮影) 

 

 
 

◆はるしずく(みなみ筑後、５月１５日撮影) 

 

 
 

◆はるか二条(北九、５月１５日撮影)  

 

 
 



◆ほうしゅん(糸島、５月１７日撮影)  

 

 
 

◆しゅんれい(むなかた、５月１６日撮影)  

 

 
 

◆はるみやび(みい、５月１１日撮影)  

 

 
 

◆イチバンボシ(筑紫、５月１６日撮影)  

 

 



２．ＪＡ全農ふくれん麦部会会議 

 

ＪＡ全農ふくれん麦部会（部会長：石井 好人）

は、平成２９年４月２７日（木）、部会会議を開催

し、部会代表者やＪＡ、関係者ら４１名が参加し

ました。 

冒頭のあいさつで石井部会長は「二年連続で契

約数量を大幅に下回っており、何としても契約数

量を達成できるように取り組んでいく」と述べ、

平成２８年度の活動の振り返りおよび平成２９年

度の活動目標等について協議を行いました。２９

年度の活動では、安定供給を最重要課題とし、播

種前契約数量の必達に向けて、県全体で生産者分

析を行い、優良生産者の生産技術の共有化等を行

っていきます。また、降雨量の増加に備えた排水

対策や土壌分析なども行い、収量向上に努めてい

くことを部会全体で確認しました。 

 

【主な内容】 

☆平成２８年度麦部会活動報告および経費実績に

ついて（案） 

☆平成２９年度麦部会活動計画および予算につい  

 て（案） 

☆役員の改選について（案） 

☆平成３０年産麦の収量向上に向けた重点取組 

       

 
↑石井部会長あいさつ。 

 
↑活動報告に熱心に聞き入る部会員。 

３．ＪＡ全農ふくれん麦部会硬質麦研究会会議 

 

ＪＡ全農ふくれん麦部会硬質麦研究会（会長：

遠藤幸男）は、平成２９年４月２７日（水）、研究

会会議を開催し、生産者やＪＡ、関係者ら４２名

が参加しました。 

会議は、遠藤会長の「硬質小麦は実需者が求め

るタンパク値を確保することが重要で、穂揃い期

追肥は確実に実施をお願いする」とのあいさつか

ら始まり、硬質麦研究会の重点取組として、品質

向上に向けた取組みと販売促進活動について協議

を行いました。実需者から求められるタンパク値

を確実に達成するために、生産者分析の結果を活

用し、高位平準化を図っていくことを確認しまし

た。 

また、２９年産麦の生育状況および研究会独自

で行う硬質麦のＰＲ活動について報告があり、活

発な意見交換が行われました。 

 

【主な内容】 

☆平成２８年度硬質麦研究会活動報告について 

☆平成２９年度硬質麦研究会活動計画について 

☆役員改選について（案） 

☆ちくしＷ２号（ラー麦）のＰＲ活動について 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

４.ＪＡ糸島麦部会「麦部会全体総会」 

 

ＪＡ糸島麦部会（部会長：友池庄三）は、平成

２９年４月１２日（水）、麦部会全体総会を開催し、

実需者や生産者、ＪＡ職員、関係機関等約７０名

が参加しました。 

総会は、友池部会長の「播種期に雨が多く、播

種が遅れたが、年明け以降好天に恵まれ生育は持

ち直している。良品質の麦が収穫できるよう今年

度も活動を頑張っていくので、ご協力をお願いす

る」とのあいさつから始まり、事業計画等につい

て活発な協議が行われました。 

総会後、東福製粉㈱から糸島産強力粉を使用し

た生パスタについての説明及び試食があり、生産

者はタンパク質含有率の重要性を、自分の舌で再

確認していました。また、ＪＡ福岡中央会の小野

部長から米政策改革や経営所得安定対策等の変更

と課題について説明があり、参加者は真剣に話に

聞き入っていました。 

【主な内容】 

☆議事…活動報告・計画 

☆２８年産小麦の分析結果と２次加工品の紹介 

      東福製粉㈱ 業務部 主任 井上氏 



☆農業政策の展望について 

     ＪＡ福岡中央会 農業対策部 部長 小野氏 

 
↑ＪＡ糸島麦部会、友池部会長あいさつ。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

５.ＪＡ筑紫麦出荷者部会「総会」 

 

ＪＡ筑紫麦出荷者部会（部会長：鬼木正巳）は、

平成２９年４月２４日（月）、総会を開催し、生産

者やＪＡ職員、関係機関約５０名が参加しました。 

久原副部会長からは「２９年産は１１月～１２

月の降雨により播種は年明けまで実施されたが、

１月～２月は好天に恵まれ麦踏み・土入れ等の中

間管理作業をしっかりと行うことができた。今後

も排水対策等に取り組み、天候に左右されない麦

作りを目指す」とのあいさつがあり、総会では事

業計画等について協議が行われました。 

総会の中で２８年度麦作共励会表彰が行われ、

品質及び収量が優れていた生産者に対して表彰状

が贈呈され、部会全体で高品質な麦を作ろうとい

う熱意がこもった総会となりました。 

 

【主な内容】 

☆議事…活動報告・計画 

☆平成２８年度麦作共励会表彰 

 

↑共励会で受賞された生産者の皆さま 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

６.ＪＡ北九麦作部会「総会」 

 

ＪＡ北九麦作部会（部会長：添田明）は平成２

９年４月２６日（水）、総会を開催し、生産者、Ｊ

Ａ職員、関係機関等約６０名が参加しました。 

総会は、添田部会長の「間もなく収穫を迎える

が、事故等には十分気を付けて作業に取り組んで

いただきたい」とのあいさつから始まり、事業計

画等について活発な協議が行われました。また、

役員改選があり、木原保則氏が新部会長として選

任されました。 

総会のなかで２８年産麦作部会表彰が行われ、

小麦および大麦でそれぞれ１名が受賞され、部会

全体で収量・品質向上に向けて取り組んでいくこ

とを確認しました。 

 

【主な内容】 

☆議事…活動報告・計画 

☆２８年産麦作部会表彰 

☆麦類情勢について  ＪＡ全農ふくれん 農産課 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

７．福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会 

「２９年産麦類現地検討会」 

 

福岡県米・麦・大豆づくり推進協議会（会長：

木下清登 全農ふくれん）は、平成２９年５月１２

日（金）、２９年産麦類現地検討会を開催し、実需

者や生産者、関係機関、ＪＡ職員ら約８０名が参

加しました。 

 同検討会は、望まれる「福岡の麦」づくり運動

の一環で、毎年実施しているもので、２９年産麦

類の生育状況や品質等について、小麦班・大麦班

の２班に分かれ、現地ほ場に出向いて確認を行い

ました。小麦班では、ＪＡにじ、ＪＡみい、ＪＡ

糸島の３ＪＡにて、シロガネコムギ、チクゴイズ

ミ、ミナミノカオリ、ちくしＷ２号の４品種を視

察。大麦班では、ＪＡ筑紫、ＪＡ筑前あさくら、

ＪＡふくおか八女の３ＪＡにて、イチバンボシ、

ほうしゅん、はるか二条、はるしずくの４品種を

視察しました。 

 現地視察後は、福岡ガーデンパレスにて報告会

が開かれ、福岡県農林水産部経営技術支援課の専

門技術指導員より、視察圃場の生育状況や品質、

収穫時期等の報告がありました。また、２９年産

麦類の播種時期からの気象条件や生育状況につい

ても報告が行われました。 



 
↑麦類現地検討会。（チクゴイズミ、にじ） 

 
↑麦類現地検討会。（ミナミノカオリ、にじ） 

 
↑麦類現地検討会。（はるか二条、筑前あさくら） 

 
↑麦類現地検討会。（イチバンボシ、筑紫） 

 

 

 

 

８．ＪＡ全農ふくれん 農産課 

       人事異動及び業務分掌について 

 

 平成２９年度４月より、人事異動及び担当異

動により、農産課の業務分掌が一部変更となっ

ておりますので、お知らせいたします。 

 

◆課長：水上 貴史 

 

◆山下 典子 

 ・民間流通麦総括 

 ・ビール大麦担当 

 

◆渡邉 匡史 

 ・民間流通麦担当 

 ・ビール大麦及び麦部会担当補佐 

 

◆西原 芳弘 

 ・民間流通麦受渡等担当 

・麦部会(硬質麦研究会含む)担当 

 

◆清原 正光（新人・５月より赴任） 

 ・麦及び大豆担当補佐 

 

 

全国農業協同組合連合会 福岡県本部 

☆FUKUOKA no MUGI 編集局☆ 

MIZUKAMI TAKASHI 

YAMASHITA NORIKO 

WATANABE MASAHUMI 

        NISHIHARA YOSHIHIRO 

       KIYOHARA MASAMITSU 

 

 

 

 

 

 



 

 新任あいさつ  清原 正光 

 

 はじめまして。この度、５月より農産課に配  

属になりました新人の清原正光です。 

私は小さい頃、祖父が生産していた小麦の収

穫の手伝いなど、小麦に触れる機会が多々あり、

その経験から農産課を希望していました。また、

麦及び大豆担当補佐という役割を務めさせてい

ただくことになりました。現在の私は右も左も

わからない状態で、無知の私ではありますが、

必死に勉強させていただいております。少しで

も早く農産課の歯車になれるように精進いたし

ます。 

私はこれから、日本のみならず外国からも注

目されているこの福岡で農業の発展に貢献する

とともに生産者の立場になり、生産者の意見を

大いに反映できる職員を目指し、頑張ります。                           

最後になりましたが、みなさまとはこれから

ご一緒にさせていただくことが多々あると思い

ますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

  

 

 

 

ＨＰにも掲載！ 

 ＪＡ全農ふくれん  検索                                     


